
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆下記①～⑨を明記の上、教職課程センター多摩相談室までメールにてお申し込みください. 

（件名は「二次試験対策講座申し込み」でお願いします） 

①学部・学科  ②学年  ③学生証番号  ④名前  ⑤携帯電話 

⑥E メールアドレス（PC から受信可能なもの） ⑦採用試験受験希望自治体 

⑧受験教科 ⑨希望内容：個人面接・集団面接・集団討議・模擬授業 

からお選びください 

※申し込み状況によっては、個人面接のみ希望者にも集団面接・集団討議にご協力を頂く場合がありま

す。予めご了承ください。 

✤お申し込みはこちらへ・・ kyoshokutama1@ml.hosei.ac.jp 

 

法政大学教職課程センター 

多摩だより 

   ２０２０年７月２９日（水） 

   二次試験対策講座 開催します！ 
今年も夏の二次試験対策講座の開催が決定いたしました！ 

講師にお招きするのは埼玉県・高校の校長経験のある先生です。 

ご希望の方は下記必要事項を明記の上、教職課程センター多摩相談室へメールにて 

お申込み下さい。皆さまのご参加お待ちしております！！☺ 

 

※今後の感染症拡大の状況により、オンライン開催もしくは中止となる可能性もあります。 

なお本講座を対面で開催する場合における感染症拡大予防対策、ならびに大学に来校するす

べての学生へ行っていただきたい注意事項につきましては、別途 E メールでお送りします。十分

ご確認ください。） 

◆会場：総合棟 4 階 第 3 会議室 C （※当日はスーツ着用） 

◆時間：10：00～18：00 の間※ 

（※申し込み終了後に時間を振り分けますので、原則として終日空けておいてください） 

※ 申し込み締切 ７月１３日（月）１７：００ 

☆個人面接は枠に限りがあるため、先着順となります。 

（当日、講座の記録として写真撮影をさせて頂きます。ご了承ください。） 

お知らせ 
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法政大学教職課程センター多摩相談室  

総合棟１Ｆ・食堂横ガラス張り奥の部屋  

 （月～金 ）10：00～18：00  

       相談員在室日 ：月・水・木  
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☆〈前田相談員〉（月・水：社会科）  

さあ、１次試験本番です、１次試験対策に全力を！ 
 あと１週間ちょっとで、教員採用試験の１次試験本番を迎えます。自分の体調、健康に留意して、あまり無理

をしないで、試験本番の当日に身も心もベストの状態に持っていけるように体調を管理していきましょう。 

 これからの期間は、新しいことや今までにやったことのないことに取り組むのではなく、自分が今まで勉強し

てきたことに自信をもち、今までの復習と整理に全力で取り組みましょう。下記の点を最後に繰り返し、頭の中

に整理していきましょう。 

① 教職教養、専門教養などの必修事項を、自分の整理したノートや参考書・問題集で繰り返し見

直して、復習・整理しましょう。 

 ② 自分が受験する自治体の教育施策、ローカル問題を見直しましょう。 

 そして、教員採用試験本番には万全の体調で臨み、これまで積み重ねた取り組みの成果を十分に発揮して、１

次試験突破を目指してください。皆さんの健闘を祈っています。 

 また、引き続き小論文の添削などを受け付けていますので、教職課程センターを利用してください。さらに１

次試験終了後は、小論文添削や面接対策、模擬授業対策を個別相談の中で実施していきます。必ず事前に申し込

みをしてください。また、心配なこと、困っていることの相談もしてください。   

☆〈稲毛相談員〉（木：保健体育科） 

コロナ禍
か

の今、君たちはどんな教師を目指すのか！？ 
教員採用試験一次・二次に向けて、小論文・個人面接等へ取り組む中で今一度、なぜ教師になりたいか、どんな

教師になりたいか、考えてみよう。 

《自治体が求める教師像》 （スポーツ健康学科 4 年生の受験希望３自治体参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※実技試験や小論文が中止になった自治体もあるので、自分の体育教師への強い思いを小論（実施）や個人面接

でどれだけ語れるかが大切だと思います。 

☆６月で教育実習が終了した人もいると思いますが、多くは秋学期に教育実習が変更されました。 

 コロナ禍の中で現場の教師（特に実技を伴う授業を担当する体育教師）が、授業・HR・課外活動にどう取り 

組んでいるのか。どう取り組もうとしているのか、これから教師を目指す君たちに実習を通して、或いは採用 

試験に際して、もう一度考えてもらいたい。  【
（

禍
か

】
）

＝わざわい 

 

◇◆メールの返信に関して◆◇ 

コロナウイルス感染症の影響でオンライン授業中心になっ

たことで、学生の皆さんと相談室のコミュニケーションはメ

ール中心になっています。皆さんからのメールは夜間も含め

て送付いただいてかまいませんし、相談室としてもできるだ

け早くお返事差し上げたいと考えていますが、相談室スタッ

フは勤務曜日・時間が決まっております。そのため、いただ

いたメールへの返信は、原則下記の勤務日・勤務時間内にな

りますことを、どうぞご理解ください。  

◆前田先生（社会科）・・月・水 

◆稲毛先生（保健体育科）・・木 

10：00～18：00 

★窓口へ来室、もしくはメールにて事前申し込み

メールは、公的な依頼文にふさわしい文体・体裁を

考え、かつ次の内容を必ず盛り込むようにして下さ

い。 ①氏名 ②学部学科 ③学年 ④学生証番号 

⑤面談希望時間(第 3 希望まで) ⑥相談内容  

⑦メールアドレス(ＰＣから受信可能なもの) 

を必ず記入してください。 

＊宛先： kyoshokutama1@ml.hosei.ac.jp 

※教職履修に関わる質問は、 

所属学部窓口へお願い致します。 

 

① 子どもの話にきちんと耳を

傾けることができる 

② 子どもと一緒に考え行動す

ることができる 

③ 子どもに適切なアドバイス

を与えることができる 

④ 教材研究がきちんとできる 

① 教育に対する熱意と使命感をもつ教師 

② 豊かな人間性と思いやりのある教師 

③ 子どもの良さや可能性を引き出し伸ばすことができる教師 

④ 組織人としての責任感、協調性を有し、互いに高めあう教師 

 

 

東

京

都 川

崎

市 
① 人格的資質と情熱を持っている人 

② 子どもや社会の変化による課題を把握し解決できる人 

③ 子どもが自ら取り組むわかりやすい授業を実践できる人 

 

神

奈

川

県 
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